と 愉快そう に 高笑いし ている ところ であ つ た。 

「II じゃあ 何です お 部屋 を 御覧 願いましょう 

か」 

母親が 後 を 向き、 いきなり 大きな 声で、 

「おさ を ど ん」 

と 呼んだ ので 百 代 は、 ぎょっとして 首 を ちぢめた。 さ 

を は 余り 近くに いたのと 不意な のとで、 直ぐに 返事が 

出ない らしかった。 

「いないの かい、 おさ を どん」 

百 代 は、 あわてて さ を を小づ いた。 自然に、 

「は —— い」 



ない の」 

母親 は 余り 身に しめず、 

「そうだ つ け か」 

と 答えた。 

「そうだつけ かって、 かあさん、 あんなに 伊太利 声楽 

の 隠れた る 天才って 書いて あった じゃあな いの」 

「 —— ねえ、 あなた —— 」 

いね は、 百 代の 方 はいい 加減に して 良人に 云った。 

「_ —— 今度の 人 は 大丈夫なん でしよう ね」 

「何が よ」 

「 西洋人なん ぞ、 この 商売 永年 やつ てても 始 



も 日本人の 嚏と 同じなん です ね、 矢張り クシ ユン てん 

です もの 私お かしく つ て さ」 

「いやな 人！ 何して る？ 今」 

「今に 会社へ 行 くんです つて、 お 友達が まだい るんで 

す」 

その 時、 二階から、 女中の はめ を はずした 大笑いと、 

いかにも 西洋人の 太い 胴から 溢れる らしい ハハ ハハと 

いう 哄笑が 聞え た。 二人 はび つくりして 上 を 仰いだ。 

「仕様のない 人 だね、 お 源さん たら —— -」 

さ を は 迷惑そう に 舌打ち をした。 

百 代 は、 威勢の いい 足 どり で 茶の間に 入って 行った。 



になり、 あとの 残り を 心の中でば あっと 叫んで 跳びつ 

くような 勢で 一気に 開いた。 が、 開けて 見る と 彼女が 

きわ 

と つ さに 進退 谷 ま つたよう な 思 いがけ ない 光景で 室 は 

あった。 陽気な 声楽家の ラオ 口 はこん なに 何も 持って 

いないの だろう か。 室に は、 緑色の 籐椅子が 一 脚 在る 

だけであった。 左手の 壁に それでも 一枚、 大きな ブ 

口 ー チを つけた 西洋の 婆さんの 写真が 吊 下げて ある。 

近所の 低い バラックの 建築の 屋根屋 根 を踰ぇ て 夕暮 の 

空が 広く 正面の 窓から がらんと した その 室 を 逆さに 視 

きこんで いるば かりだ。 

百 代 は、 両手 を 左右の 障子に かけ、 驚いた、 B じら 
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